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余
能
地
区
イ
ロ
ウ
谷
付
近

で
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
聞

対
策
を
聞
く
。

公
園
管
理
費
は
、
常
任
委

員
会
で
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
で
き
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
っ
た
が
。

池
川
地
区
借
地
料
は
吾

川
、
仁
淀
よ
り
単
価
が
高
い

契
約
に
な
っ
て
い
る
。
町
全

体
の
問
題
と
し
て
解
決
に
努

力
す
る
。

公
園
管
理
費
は
努
力
を
し

て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
実
施
は
、
ま
だ
行
っ
て
い

な
い
。

ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
借
地

料
、
管
理
費
で
年
間
総
額
五

三
〇
万
円
。
費
用
対
効
果
を

認
識
し
、
町
の
財
政
を
考
え

る
時
、
町
全
体
の
借
地
、
施

設
の
問
題
な
ど
町
長
の
英
断

を
下
す
時
期
が
来
た
と
思
う
。

旧
三
カ
町
村
借
地
料
と
池

川
ふ
れ
あ
い
公
園
借
地
料
、

管
理
費
を
聞
く
。

年
間
借
地
料
、
吾
川
一
七

二
万
八
千
円
、
仁
淀
三
四
二

万
三
千
円
、
池
川
一
五
七
四

万
九
千
円
。
内
ふ
れ
あ
い
公

園
借
地
料
三
一
七
万
三
千

円
、
管
理
費
二
一
〇
万
円
。

町
全
体
の
借
地
料
は
二
〇

九
〇
万
円
。
ふ
れ
あ
い
公
園

三
一
七
万
は
、
借
地
料
が
高

い
。
利
用
度
か
ら
、
も
っ
た

い
な
い
と
町
民
の
声
が
あ
る

が
、
財
政
の
厳
し
い
今
対
策

を
考
え
て
い
る
か
。

田
村
公
園
反
対
の
理
由
は

一
〇
二
億
円
の
借
金
が
あ

り
、
金
利
は
一
億
八
八
〇
〇

万
円
。
借
地
料
も
対
策
を
講

じ
る
時
期
が
来
た
、
今
後
の

問

岡
田
良
成

池
川
地
区
の
借
地
料
は
高

答

池
川
総
合
支
所
長

答

池
川
総
合
支
所
長

問

岡
　
田

答
池
川
地
域
振
興
課
長

答
吾川172万円、仁淀342万円

池川1,574万円

年間の借地料は

問

岡
　
田

ふ
れ
あ
い
公
園

三
一
七
万
円
は

高
い
！

答

町
　
長

問

岡
　
田

英
断
を下

す
時
期
だ

崩
壊
の
恐
れ
は調

査
し
て
み
る

答

余能地区

く
が
。

余
能
地
区
は
非
常
に
急
峻

な
地
形
で
調
査
を
行
い
、
必

要
で
あ
れ
ば
県
に
要
望
す

る
。

は
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く

よ
う
、
広
く
意
見
を
聞
き
対

策
を
考
え
る
。

イロウ谷（余能）

い
が
、
契
約
が
あ
り
、
下
げ

る
こ
と
は
抵
抗
が
あ
る
と
思

う
。財

政
負
担
を
軽
く
す
る
に
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町
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
と
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
実

験
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
間

伐
促
進
、

削
減
に
も
重
要

だ
と
考
え
る
。

石
油
は
四
十
年
、
天
然
ガ

ス
・
ウ
ラ
ン
は
六
十
年
で
な

く
な
る
と
い
わ
れ
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
、
各
機
関

で
化
石
燃
料
に
代
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
研
究
さ
れ
て
い

る
。太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ら

ク
リ
ー
ン
で
無
尽
蔵
だ
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

京
都
議
定
書
の
採
択
を
受

け
、
公
共
団
体
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
を

策
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
抑
制
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
太
陽

光
な
ど
の
活
用
も
検
討
し
て

い
く
。

自
然
環
境
の
大
切
さ
と
、

地
球
環
境
を
考
え
る
教
育
を

行
っ
て
お
り
、
環
境
負
荷
の

低
減
や
自
然
と
の
共
生
を
図

っ
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。た

だ
発
電
単
価
が
高
い
の

で
、
今
後
の
技
術
の
進
歩
に

期
待
す
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
、
自
治
体
、

企
業
に
、
太
陽
光
発
電
新
技

術
等
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
事

業
と
い
う
、
八
〇
億
円
規
模

の
共
同
研
究
、
研
究
助
成
事

業
を
募
集
し
て
い
る
が
、
検

討
し
て
い
る
か
。

事
業
の
導
入
に
は
、
環
境

面
、
経
済
面
か
ら
検
討
が
必

要
で
、
二
〇
kw
シ
ス
テ
ム
で

年
間

を
六
〜
七
ｔ
削
減
で

き
る
が
、
投
資
額
を
取
り
戻

す
の
に
二
十
〜
三
十
年
か
か

る
。発

電
効
率
に
留
意
し
、
採

算
性
も
考
え
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

と
引
き
換
え
に
電
気
を

使
っ
て
い
る
各
庁
舎
、
各
学

校
の
電
気
代
は
。

各
庁
舎
合
わ
せ
て
年
間
六

七
四
万
円
。

小
中
学
校
は
七
五
八
万
八

千
円
。

五
kw
の
発
電
設
備
で
十
五

日
間
で
三
三
〇
kw
発
電
を

し
、
二
八
kg
の

に
換
算
で

き
、
年
間
八
〇
〇
〇
kw
発
電

す
る
こ
と
に
な
る
。

環
境
教
育
の
実
践
に
な
り

勉
強
に
も
活
用
で
き
、
余
っ

た
分
を
売
電
で
き
れ
ば
、
経

費
削
減
に
な
る
が
。

補
助
事
業
に
手
を
上
げ
、

国
が
半
分
、
町
内
で
頑
張
る

企
業
が
四
分
の
一
、
町
が
四

分
の
一
で
、
昼
間
の
電
気
代

が
タ
ダ
に
な
れ
ば
町
内
の
産

業
、
企
業
の
育
成
に
も
つ
な

が
る
が
。

科
学
的
に
分
析
し
十
分
検

討
す
る
。

コ
ス
ト
面
で
課
題
も
あ
る

が
、
老
朽
化
し
た
町
施
設
も

あ
り
、
今
後
の
施
設
整
備
の

中
で
は
当
然
考
え
て
い
く
。

今
後
、
大
規
模
改
造
、
新

築
な
ど
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

検
討
す
る

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

研
究
し
て
は

答

問

農
本
規
仁

答

町
　
長

答

教
育
長

答

副
町
長

答

町
　
長

答

総
務
課
長

答

教
育
次
長

答

副
町
長

答

教
育
長

問

農
　
本

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に

応
募
し
て
は

問

農
　
本

電
気
代
は
い
く
ら

問

農
　
本

タ
ダ
に
な
れ
ば

第2回サステナブル建築賞を受賞した梼原町庁舎
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今
、
地
球
温
暖
化
対
策
は

世
界
の
最
重
要
課
題
だ
。

日
本
は
四
五
年
位
前
か
ら

水
源
確
保
対
策
な
ど
、
補
助

事
業
で
杉
、
ヒ
ノ
キ
の
植
林

を
全
国
に
奨
励
し
て
き
た
。

特
に
高
知
県
、
中
で
も
本

町
は
植
林
率
が
九
〇
％
を
超

え
、
人
が
杉
に
追
い
出
さ
れ

る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
。

水
が
増
え
る
と
植
林
を
し
た

が
四
十
年
経
っ
た
今
、
杉
、

ヒ
ノ
キ
が
成
長
し
、
沢
に
水

が
な
く
な
り
、
サ
ワ
ガ
ニ
や

土
居
川
に
イ
ダ
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
。

昔
は
田
畑
に
肥
料
を
や
ら

な
く
て
も
、
干
草
だ
け
で
農

産
物
が
取
れ
た
。
そ
れ
は
水

が
豊
か
だ
っ
た
か
ら
だ
。
町

長
の
集
落
の
水
源
も
涸
れ

た
。植

林
は
全
伐
す
れ
ば
、
金

に
な
る
、
水
も
増
え
る
、
環

境
も
良
く
な
る
、
仕
事
も
増

え
る
、
若
者
定
住
に
も
つ
な

が
る
。

町
有
林
を
全
伐
し
、
先
の

見
え
る
明
る
い
町
づ
く
り
の

模
範
を
示
す
べ
き
だ
。

町
の
所
有
す
る
山
林
は
七

六
〇
ha
あ
る
。
管
理
に
、
各

種
補
助
事
業
の
導
入
な
ど
で

対
応
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
不
充
分
だ
。

別
枝
地
区
の
岩
屋
川
公
園

周
辺
、
ま
た
長
坂
山
の
町
有

林
で
二
〇
〇
ha
を
「
森
の
工

場
」
に
セ
ッ
ト
し
て
五
カ
年

の
施
業
を
実
施
す
る
計
画

だ
。森

林
組
合
や
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
林
産
体
制
な

ど
も
検
討
し
、
効
率
的
で
効

果
的
な
森
林
施
業
を
考
え

る
。水

に
は
苦
労
し
て
い
る
。

田
村
の
水
源
は
周
辺
の
植

林
が
今
で
は
成
木
に
な
り
、

集
水
面
積
も
あ
る
が
、
水
に

対
す
る
考
え
は
、
同
感
だ
。

全
伐
に
は
地
形
な
ど
も
併
せ

て
研
究
し
た
い
。

問

大
原
儀
郎

答

副
町
長

田
村
の
水
源
は

涸
れ
た

答

町
　
長

答 研究したい

町有林を全伐せよ

水が枯渇した田村地区、芸予地震が疑われたが、人工林が原因との指摘もある。
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ソ
ニ
ア
設
立
の
原
点
は
、

山
で
働
く
人
材
育
成
の
は
ず

だ
っ
た
。
主
力
を
製
材
に
お

い
た
た
め
、
年
に
一
億
一
千

数
百
万
円
の
赤
字
を
二
年
続

け
て
出
し
た
が
、
林
産
は
黒

字
の
報
告
だ
。

製
材
は
量
産
だ
け
で
利
益

が
出
る
も
の
で
は
な
い
。
適

量
を
製
材
し
、
人
員
を
五
〜

六
人
減
ら
せ
ば
好
転
す
る
と

聞
い
た
。

原
木
市
場
に
木
材
が
あ
ま

り
出
て
い
な
い
。
そ
れ
は
山

に
働
く
人
が
足
り
な
い
か
ら

だ
。鹿

児
島
県
で
は
赤
字
続
き

の
第
三
セ
ク
タ
ー
を
四
年
前

解
散
し
民
間
委
託
、
企
業
は

生
産
を
半
分
に
し
、
地
産
地

消
で
成
功
し
て
い
る
。

余
剰
人
員
は
設
立
の
原
点

に
戻
し
若
者
を
養
成
し
た
方

が
良
い
の
で
は
。

昨
今
石
油
類
の
高
騰
が
世

界
的
な
大
問
題
と
な
っ
て
き

た
。
特
に
我
が
国
最
大
の
輸

入
国
、
ア
メ
リ
カ
や
ブ
ラ
ジ

ル
は
石
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
国
策
で
穀
類
を
エ

タ
ノ
ー
ル
に
す
る
事
業
を
法

律
化
し
た
よ
う
だ
。

本
町
も
農
業
の
振
興
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
時
代
と
な

っ
た
。
有
機
農
業
の
奨
励
を

推
進
す
べ
き
で
は
。

問

大
　
原

答

町
　
長

問

大
　
原

答

町
　
長

有
機
農
業
を
推
進
す
べ
き

439
有
機
協
と
伴
に
…

答
農
産
物
の
エ
タ
ノ
ー
ル
化

で
輸
入
農
産
物
は
高
騰
し
、

ま
た
中
国
の
冷
凍
食
品
に
農

薬
の
混
入
な
ど
、
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
た
。

国
も
、
安
全
な
食
糧
の
増

産
、
地
産
地
消
の
奨
励
を
行

い
、
食
料
自
給
率
の
ア
ッ
プ

を
目
指
す
事
業
展
開
を
始
め

て
い
る
。

本
町
も
「
439
有
機
協
議
会
」

に
加
入
し
勉
強
会
や
試
験
栽

培
を
始
め
て
い
る
。

農
協
と
連
携
を
図
り
、
有

機
農
業
の
推
進
を
考
え
る
。

439有機協は有機農業パイオニア山下一穂

氏の指導を受け誕生した。（9月28日　日浦）

主力を製材から素材生産へ
新人養成は厳しいが、検討する答

ソニア

昨
年
末
よ
り
、
二
交
代
制

の
見
直
し
を
始
め
、
大
幅
な

改
革
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

整
理
が
つ
け
ば
、
工
場
内
の

余
剰
人
員
を
林
産
部
へ
配
置

し
、
九
人
三
班
の
素
材
生
産

体
制
を
強
化
し
て
行
く
こ
と

が
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用

と
雇
用
の
場
の
確
保
に
つ
な

が
り
地
域
活
性
化
に
な
る
と

考
え
る
。

林
産
事
業
の
新
人
養
成
は

厳
し
い
が
、
検
討
す
る
。

間伐作業（森の工場・長坂山）
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防護さく（津江）

伐
し
鳥
獣
の
住
め
る
場
所
を

つ
く
り
、
モ
デ
ル
と
し
て
進

め
る
。

全
伐
し
た
後
に
雑
木
部
分

を
残
し
、
杉
、
ヒ
ノ
キ
だ
け

で
な
く
広
葉
樹
と
の
混
合
林

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
。

全
伐
よ
り
も
強
度
間
伐
を

し
、
そ
の
中
に
広
葉
樹
な
ど

を
植
樹
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
く
。

四
〜
五
回
の
間
伐
で
下
層

木
も
増
え
鳥
獣
の
え
さ
場
に

な
る
。
町
有
林
の
長
坂
山
で

作
業
道
の
法
面
な
ど
に
ク
ヌ

ギ
、
ナ
ラ
、
ブ
ナ
な
ど
を
植

え
、
自
然
の
広
葉
樹
を
残
し

て
い
る
、
長
坂
山
の
取
り
組

み
が
鳥
獣
の
保
護
に
も
つ
な

が
り
モ
デ
ル
に
な
る
と
考
え

る
。間

伐
で
は
え
さ
場
と
な
る

状
態
に
は
な
ら
な
い
。
谷
周

辺
で
条
件
の
合
う
一
部
を
全

年
々
鳥
獣
の
作
物
被
害
が

増
え
て
い
る
。
椎
茸
を
作
っ

て
も
猿
に
取
ら
れ
、
猪
は
あ

ら
ゆ
る
作
物
を
荒
ら
し
、
カ

ミ
ソ
の
若
葉
を
食
べ
る
と
い

っ
た
食
糧
難
と
な
っ
て
い

る
。鳥

獣
被
害
は
山
が
植
林
さ

れ
、
え
さ
場
が
無
く
な
っ
た

こ
と
が
原
因
だ
。
そ
こ
で
、

中
に
雑
木
林
の
部
分
を
作

る
。
実
の
な
る
木
を
植
え
、

鳥
獣
が
生
息
で
き
る
自
然
林

を
町
有
林
で
進
め
モ
デ
ル
に

し
て
は
ど
う
か
。

被
害
状
況
と
今
後
の
対
応

を
聞
く
。

本
年
度
の
被
害
は
五
十
件

で
、
猟
友
会
、
鳥
獣
保
護
員

に
駆
除
を
依
頼
し
、
県
の
被

害
対
策
事
業
も
取
り
入
れ
対

応
し
て
い
る
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
金
制

度
で
、
対
象
者
の
中
に
は
車

椅
子
で
の
移
動
に
介
助
が
必

要
で
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利

用
で
き
ず
自
家
用
車
を
利
用

す
る
人
が
い
る
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
に
見

合
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
代
を
支
給

す
る
制
度
が
近
隣
の
町
に
あ

る
と
聞
く
が
、
導
入
で
き
な

い
か
。

旧
仁
淀
村
、
吾
川
村
で
ガ

ソ
リ
ン
券
の
助
成
が
あ
っ
た

が
、
目
的
外
使
用
が
あ
り
、

合
併
協
議
会
で
福
祉
タ
ク
シ

ー
助
成
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

対
象
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
踏

ま
え
、
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

検
討
し
前
向
き
に
導
入
す

る
と
受
け
取
っ
て
い
い
か
。

ガ
ソ
リ
ン
券
は
問
題
も
あ

っ
た
。
地
域
通
貨
券
な
ど
も

考
え
、
福
祉
に
応
え
て
い
く
。

問

片
岡
政
徳

問

片
　
岡

答

保
健
福
祉
課
長

答

町
　
長

問

片
　
岡

答

産
業
建
設
課
長

問

片
　
岡

答

町
　
長

答 かつて目的外使用があった

ガソリン代を出せないか

鳥
獣
が
生
活
で
き
る
山
に

強
度
間
伐
で
対
応

答

福祉タクシー

障害者福祉タクシー券交付状況

18年度

対 象 者 数

交 付 者 数

吾川 池川 仁淀 計

113

95

115

67

120

91

348人

253人

19年度

対 象 者 数

交 付 者 数

吾川 池川 仁淀 計

109

78

109

62

118

83

336人

223人
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導

入
で
タ
ク
シ
ー
会
社
が
ピ
ン

チ
に
な
っ
て
い
る
が
対
策
は
。

業
者
へ
の
影
響
は
デ
ー
タ

収
集
が
困
難
で
把
握
で
き
て

な
い
。

マ
イ
ナ
ス
面
は
タ
ク
シ
ー

利
用
者
の
減
、
プ
ラ
ス
面
は

バ
ス
利
用
者
の
復
路
便
の
タ

ク
シ
ー
利
用
。

ま
た
平
成
二
十
年
度
の
予

算
編
成
作
業
で
、
児
童
生
徒

食
の
安
全
性
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

町
関
連
施
設
、
広
域
の
施

設
で
使
用
す
る
食
料
品
の
安

全
チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
て
い
る

か
。安

全
性
対
策
で
国
は
、
輸

入
食
品
、
県
は
県
内
の
流
通

食
品
の
検
査
や
監
視
指
導
を

行
い
、
食
中
毒
な
ど
を
予
防

し
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
は
、
食
品

検
査
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

生
鮮
食
品
、
食
肉
・
魚
介
な

ど
二
九
分
類
の
食
品
に
約
千

九
百
の
検
査
を
衛
生
研
究

所
、
食
肉
衛
生
研
究
所
及
び

各
福
祉
保
健
所
、
食
料
検
査

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
。大

崎
診
療
所
及
び
各
保
育

所
で
は
、
食
材
を
扱
う
作
業

員
に
、
衣
服
・
作
業
着
の
清

潔
保
持
、
食
材
の
衛
生
管
理
、

検
温
、
冷
蔵
庫
の
温
度
管
理

及
び
配
食
前
の
検
食
を
実
施

し
、
食
の
安
全
確
保
に
あ
た

っ
て
い
る
。

広
域
の
施
設
も
同
様
だ
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安

全
性
を
最
重
視
し
不
安
の
な

い
食
材
を
選
定
し
地
産
地
消

に
努
め
て
い
る
。

ま
た
検
収
担
当
の
調
理
員

が
、
文
部
科
学
省
の
定
め
る

衛
生
管
理
の
基
準
に
よ
り
実

施
し
、
給
食
前
に
は
、
委
員

会
、
教
職
員
が
検
食
を
行
い
、

異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
。

最
近
は
生
産
地
や
賞
味
期

限
が
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
る
。

未
来
の
あ
る
子
供
た
ち
や
、

住
民
の
健
康
維
持
の
た
め
、

町
で
検
査
を
し
て
も
ら
い
た

い
が
。

県
で
は
検
査
し
て
い
る
が

町
で
は
機
器
も
職
員
も
い
な

く
で
き
な
い
。

問

野
村
安
夫

答

保
健
福
祉
課
長

答

教
育
次
長

問

野
　
村

答

企
画
課
長

問

野
　
村

問

野
　
村

答

企
画
課
長

答

保
健
福
祉
課
長

デ
ー
タ
収
集
が
困
難

タ
ク
シ
ー
会
社
へ
の
影
響
は

答
の
登
下
校
や
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
の
移
動
で
タ
ク
シ
ー
に
配

慮
し
、
利
用
促
進
を
図
る
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
状
況
に
よ
る
行
先
の
変
更

は
で
き
な
い
か
。

路
線
の
変
更
は
、
陸
運
局

へ
の
届
出
が
前
提
。
十
月
一

日
か
ら
道
路
の
公
共
交
通
会

議
後
で
な
い
と
路
線
変
更
の

届
出
は
で
き
な
い
。

タクシー

食料品の安全チェックは
可能な限り行っている答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

給食風景（名小）


